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第１図から第２図は、新潟焼山周辺における GNSS連続観測結果である。 

第１図上段には基線の配置を、中段には各観測局の保守履歴を示した。第１図下段及び第２図上段

は、第１図上段に示した基線の基線長変化グラフであり、左列は最近約５年間（2012年５月～2017

年５月）の時系列、右列は最近約１年間（2016年５月～2017年５月）の時系列である。2016年２月

頃から新潟焼山をはさむ基線（３）「妙高高原」－「糸魚川２」、（４）「糸魚川２」－「宇棚」、

（６）「宇棚」－「丸山尻」で伸びが見られていたが、夏以降は停滞している。 

第２図下段は、電子基準点と気象庁の GNSS観測点の統合解析から得られた最近約６ヶ月間（2016

年 11月～2017年５月の水平変動ベクトル図である。顕著な地殻変動は観測されていない。 

＊  2017年12月20日受付 
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第１図 新潟焼山周辺の GNSS 連続観測基線図（上段）、観測局の保守履歴（中段）、 

基線変化グラフ（下段 左列：2012年５月～2017年５月、右列：2016年５月～2017年５月） 

Fig.1 (upper) Site location map of the continuous GNSS observation network around Niigata-yakeyama Volcano; 

(middle) History of site maintenance; (lower) Time series of baseline length 

 (left) from May 2012 to May 2017, (right) from May 2016 to May 2017. 
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第２図 新潟焼山周辺の電子基準点・気象庁 GNSS連続点の統合解析による 

基線変化グラフ（上段 左列：2012年５月～2017年５月、右列：2016年５月～2017年５月）と 

水平変動ベクトル図（下段：2016年 11月～2017 年５月） 

Fig.2 (upper) Time series of baseline length by the combined analyzing system of GEONET and JMA stations around 

Niigata-yakeyama Volcano (left) from May 2012 to May 2017, (right) from May 2016 to May 2017;  

(lower) Horizontal displacement from November 2016 to May 2017. 


